
 

 

 

 

 乾学区は、およそ北は三条
さんじょう

通、南は四条
し じ ょ う

通 、東は堀川
ほ り かわ

通、西は後院
こ う い ん

通に接し、中京

区のほぼ中心に位置しています。  

 「乾 」の名は、この地が旧下京の戌
いぬ

・亥
い

(北西 )に位置することに由来しています。  

 二条城本丸下に通じる地下水脈により、酒造業・染色業 (京友禅
きょうゆうぜん

等 )が盛んな地域で

した。  

 現在では、マンションなどに建て替わる所も多くなっていますが、中京区最初の小学校

統合校である洛中小学校 (元乾小学校 )を拠点に学区民の交流を進めています。  

 

 

 

 

 

 

 

                    

京都市立洛中小学校 (元乾小学校 )  

 

 

 

 

学区の文化や歴史的建造物など 「武信稲荷神社
たけのぶいなりじんじゃ

」 

 

 神社付近の地は宝暦
ほうれき

年間(1751～1764 年)に青山播磨守
はりまのかみ

の藩邸となり、稲荷大神は邸内にまつら

れていました。三条通が洛東・洛西往還の要路であったことによって市の内外に広く知られるようにな

り、庶民の社
やしろ

として信仰が厚く、当社の三大祭りには幣帛供進使
へいはくきょうしんし

※が参向した由緒ある神社です。 

 境内の宮
みや

姫社
ひめしゃ

の御神木のエノキは、その昔平重盛
たいらのしげもり

が安芸の宮島の厳島神社
いつくしまじんじゃ

から苗木を持ち帰って

植えたと伝えられ、樹齢 850 年、幹の周囲 5 メートルの大樹で、名木として植物学会にも紹介されて

います。 

 また、江戸時代末期に坂本龍馬が妻おりょうに無事をお知らせるために、このエノキに「龍」という字

を書き残したという逸話があります。 

※神前に供えものをする使いのこと 

 

中京区の学区の紹介 

乾
い ぬ い

学区 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

乾連合協議会は学区内にある２７の自治会・町内会と、各種団体が協働し、地域の活性化と安心安

全、問題解決に取り組む、地域住民による組織です。 

 

主な年間行事 

７月 子どもみこし(祇園祭) 

８月 夏まつり子どもみこし(武信稲荷)  

９月 敬老会(ふれあいサロン) 

１０月 学区民体育祭、ふれあいまつり 

１１月 学区防災訓練 

１月 成人式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※例年実施していました主な行事ですが、新型コロナ感染症予防対策として、開催を自粛する場合もあります 

 

■発行 中京区役所 地域力推進室 まちづくり推進担当  京都市は、地域コミュニティを推進しています 

乾連合協議会 
自治会・町内会に加入しましょう 


